
世
界
各
国
の
生
徒
と
交
流
深
め
る

地

学

〈

〉

Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
フ
ラ
ン

ス
大
会
（
２
０
１

７
年
）
の
際
、
参

加
し
た
生
徒
た
ち

で
大
会
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
表
現
し
た
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）
に
は
、
世
界
各
国
か
ら

参
加
す
る
代
表
選
手
が
個
人
で
メ

ダ
ル
を
競
う
筆
記
お
よ
び
実
技
試

験
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別

に
、
グ
ル
ー
プ
で
行
う
活
動
に
特

色
が
あ
り
ま
す
。

　
代
表
選
手
は
大
会
期
間
中
に
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
国
の
生
徒
と
４
～

５
人
の
国
際
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、

「
Ｉ
Ｔ
Ｆ
Ｉ
（
国
際
チ
ー
ム
フ
ィ

ー
ル
ド
調
査
）
」
と
「
Ｅ
Ｓ
Ｐ

（
地
球
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
」
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
Ｆ
Ｉ
で
は
、
現
地
で
与
え

ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ

ー
で
協
力
し
て
野
外
調
査
を
行

い
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
議
論
し
な

が
ら
、
最
後
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
２
０
１
９

（
令
和
元
）年
の
韓
国
大
会
で
は
、

白
亜
紀
の
地
層
の
観
察
や
、
そ
こ

に
残
さ
れ
た
恐
竜
の
足
跡
化
石
な

ど
か
ら
、
当
時
の
環
境
や
地
史
を

推
定
す
る
課
題
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｐ
で
は
、

地
球
シ
ス
テ
ム
に

関
連
し
た
環
境
問

題
な
ど
の
テ
ー
マ

が
与
え
ら
れ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

情
報
を
収
集
し
、

調
査
結
果
や
今
後

に
向
け
た
提
言
な

ど
を
ポ
ス
タ
ー
に

ま
と
め
て
発
表
を
し
ま
す
。

　
実
際
の
国
際
社
会
に
お
い
て

も
、
複
雑
な
環
境
問
題
・
社
会
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
個
人
の

力
で
は
限
界
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
と
協
力
を
し
な
が
ら
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
、
個
人
で
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て

努
力
を
し
、
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
こ
う
し
た
チ

ー
ム
で
の
活
動
は
、
生
徒
た
ち
が

国
際
的
な
交
流
を
深
め
、
将
来
グ

ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
と
な
る
た
め
に
も
貴
重
な
経

験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の

Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
に
向
け
た
国
内
予
選
は

９
月
か
ら
募
集
が
始
ま
り
、
１
次

予
選
が

月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
世
界
の
地
学
好
き

の
生
徒
と
の
交
流
を
目
指
し
て
、

皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
待
っ
て

い
ま
す
！
。

　
（
澤
口
隆
・
特
定
非
営
利
活
動

法
人
地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
委

員
会
・
事
務
局
長
）


